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KAKEHASHI Project 招へいプログラム 

アメリカ大学生第 1陣（コロンビア大学）の記録 

 

１．プログラム概要 

 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国よりコロンビア大学生 52名（引

率者 2名含む）が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進を図

るとともに、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、5 月 18日から 5月 27日までの 9

泊 10 日の日程でプログラムを実施しました。訪日団は特に歴史とマナーを含む日本文

化に高い興味を持ち、これらについて SNSを通じて発信する意欲を示していました。 

 

２．参加国・人数 

米国（52名） 

 

３．訪問地 

東京都、大阪府、京都府、滋賀県 

 

４．日程    

 

5月 18 日（月） 成田国際空港より入国 

5月 19 日（火） 来日オリエンテーション 

【日本理解講義】 

Contour of Government and Public Policy Making in Japan 

【表敬訪問】東京都庁 

【視察】東京国立博物館 

5月 20 日（水） 【学校交流】早稲田大学 

        【都内視察】 

5月 21 日（木）～ 5月 25日（月） 

Aグループおよび Bグループとも同一行程で大阪府、京都府、滋賀県

を訪問 

 

【企業訪問】株式会社酉島製作所（大阪府） 

【学校交流】同志社大学（京都府） 

【伝統文化体験】友禅染体験 

【視察】新京極、錦市場、金閣寺、伏見稲荷大社 

【自然文化体験】滋賀県高島市、地域の方々との交流 

 

5月 25 日（月）  地方プログラム終了後、滋賀県から東京都へ移動 

【最先端技術視察】日本科学未来館 

ワークショップ 
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5月 26 日（火）  【視察】国会議事堂（衆議院） 

【表敬訪問】首相官邸、世耕内閣官房副長官訪問 

【講義】外務省、日米関係講義 

報告会 

5月 27 日（水）   成田空港より離日 

 

５．プログラム記録写真  

アメリカ大学生第 1陣（コロンビア大学）の記録 

  

5 月 19 日【表敬訪問】東京都庁 (東京都) 5 月 20 日【学校交流】早稲田大学 (東京都) 

  

5 月 21 日【企業訪問】株式会社酉島製作所   

(高槻市) 

5 月 22 日【学校交流】同志社大学 (京都市) 

  

5 月 23 日【伝統文化体験】友禅染体験(京都市) 5 月 23 日【歴史・伝統文化】伏見稲荷大社(京都市) 
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5 月 24 日【自然文化体験】地域交流 (森林公園く

つきの森、滋賀県高島市) 

5 月 25 日 ワークショップ (東京都) 

  

5 月 26 日 【表敬訪問】世耕内閣官房副長官訪問 

 (東京都) 

5 月 26 日 報告会 (東京都) 

 

 

６．参加者の感想   

米国 大学生 

都会と地方、また伝統文化と現代技術の双方を見ることができ感謝しています。多くの

場所を訪ねいろいろなものを見ることができました。 訪問地を少なくし各場所での滞

在時間をもう少し取れれば人々や文化についてなお一層理解を深める事ができたかも

しれません。素晴しい機会をありがとうございます。また近いうちに日本に来たいと思

います。 

 

米国 大学生 

今回のプログラムは最高に素晴らしい経験でした。官庁表敬、ポンプ工場見学など旅行

者としては体験できない様々な経験ができたことに感謝します。プログラムを通して日

本を深く学ぶことができたことは大変貴重な経験でした。民宿体験も圧巻でした。都会

の喧騒を離れ、自然の美しさやすがすがしさ、地域の伝統的生活を体験できたことは特

に印象的でした。 
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米国 大学生 

素晴らしい機会をありがとうございます。いろいろな世代の学生がこの有意義なプログ

ラムを通じて多くのことを学ぶことができるよう望みます。必ずまた日本を訪れたいと

思います。コロンビア大学の学生、友人、家族にこの経験を分かち合うつもりです。本

当にありがとうございました。 

 

米国 大学生 

私は短い期間で日本について多くのことを学びました。このプログラムは非常によく組

み立てられており、日本文化全般について触れることができたように感じました。 特

に訪問地の多様性（大都市から小さな村のコミュニティ）や日本人との交流がよかった

です。グループ別自由散策の途中、私たちは同じ世代の若者と出会い瞬時に仲良くなり

ました。言葉の壁にもかかわらず、私たちはお互いから多くのことを学び、その晩まで

には Facebook を通した友達になりました。日本での滞在の延長として今後も海外から

彼らと連絡を続けていきたいと思っています。 

 

 

７．参加者が感じた日本の魅力（帰国後に発信予定） 

  

A グループ発表 「伝統と今」 都会のはざまで発見した伝統と現代の融合 

  

新幹線から見た田園風景 B グループ発表「日本における女性」 
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B グループ発表「文化的価値観」 企業理念：勤勉と忠誠心 

  

B グループ発表「サステナビリティとは？」 日本で気づいたこと、帰国後プロジェクト 

 

 


